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2021年 2月 25日 

 

「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング-人生会議-）」に関する調査結果 

～ 両親の、老後の希望を知っていますか？ 

本当に知りたいことは、聞けていない。伝わっていない実態が判明 ～ 

 

ＳＯＭＰＯケア株式会社（本社：東京都品川区／代表取締役社長 遠藤 健、以下、「当社」）は、当社オリ

ジナルのエンディングノート『夢結いのーと』および啓発冊子『人生会議なるほどブック』の制作に合わせ

て、「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）-人生会議-」（以下、「人生会議」）に関する調査を、40歳

以上の男女 973 名を対象に実施しました。その調査結果を報告します。 

 
 

調査結果のポイント 

（１） 両親が持っている老後の希望等について、子世代が聞いておきたいと思っていることが、実際には 

聞けていない。 

受けたい・受けたくない医療について、約 30％の人が聞いておきたいと回答したが、実際に聞いて 

いる人は半分の約 15％だった。葬儀やお墓のこと、受けたい・受けたくない医療や介護のことなど、 

死や悲しみを連想されるような内容は、聞いておきたいけれど聞くことができていないという実態が 

あることがわかった。（Ｑ9） 

 

（２） 自身が人生の最終段階を迎えた時の過ごし方等の希望を、誰にも伝えていない理由として、 

70歳以上の約 20％が「家族など身近な人に判断をゆだねたい」、約 13％が「自身の考えは 

家族に伝わっていると思う」と回答した。 

また、約 26％が「年齢的に、まだ早いと思うから」、約 37％が「考えがまとまっていないから」と 

回答。普段、❝もしもの時❞を意識することがほとんどないということが伺える。（Ｑ8） 

 

（３）  「”人生会議”を知っているか」という質問に対して、「言葉を聞いたことはあるが、内容はよくわから 

ない」「聞いたことがない」を合わせて、約 85％の人が「知らない」と回答。（Ｑ12） 

また、「どのようなきっかけがあれば人生会議についてもっと話しやすくなると思うか」という質問には、 

約 30％が「本人から話を切り出すのが良い」、約 25％が「エンディングノート（終活ノート）など 

の専用のノートがもっと身近になると良い」と回答した。（Ｑ13） 

専用のノートがもっと身近になれば、より一層本人から話を切り出しやすくなると考えられる。 

 



１．調査の背景 

もしものときのために、本人が望む生活や医療・ケアについて前もって考え、家族など信頼できる人たちや

医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共有する取組みのことを「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）  」

と言います。この取組みの普及・啓発を進める厚生労働省によって、2018年にその愛称を「人生会議」とする

ことが発表されました。 

当社では、経営の基本である“人間尊重”を土台として、ご利用者さまが最期までご本人らしく、尊厳ある

人生を送ることができるよう、人生会議に力を注いでいます。人生の最終段階のことだけでなく、お一人ひと

りが持つ価値観や人生の目標などを、家族や医療・介護に携わる人々と共有し、理解を深め、自己決定をサポ

ートすることで、ご利用者さまのこれからの人生が彩り豊かな時間になるよう、支援していきたいと考えてい

ます。 

核家族化や少子高齢化が進み、親子という身近な間柄であっても、自身の希望を伝える、または尋ねること

が難しい現代ですが、自身の将来、両親の将来をより豊かに、充実したものにしたいという想いは今も変わら

ないのではないでしょうか。 

今般、人生会議の必要性やその内容について、人々がどう考え、どう行動しているのかに焦点を当てた調査

を行いました。 

 

２．調査概要 

■調査期間 ：2020年 11 月 9日（月）から 11月 16日（月） 

■調査方法 ：インターネット（パソコン、携帯電話モバイルサイト） 

■調査対象者：全国の 40 代以上の男女 

■有効回答数：973人 

 40～49歳 50～59 歳 60～69歳 70歳以上 総数 

男性 110人 127人 131 人 104 人 472人 

女性 131人 117人 129 人 124 人 501人 

合計 241人 244人 260 人 228 人 973人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 調査結果詳細 

Ｑ１.あなたは、ご自身が高齢になった時（概ね 70歳くらい）の過ごし方等について、どのような希望をお

持ちですか？(複数回答)（n=973） 

 

・40 代から 70 歳以上まで全ての年代で、40％以上の方が「趣味や仕事の継続について」希望を持っている

ことが分かりました。 

・「自身の財産の処分方法について」は、年代が上がるにつれて希望を持っている人の割合が増えていくこ

とが分かります。年代が上がるにつれ相続を意識する人が増えていくことが、その理由として考えられる

のではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしたい場

所について

行ってみたい

場所について

誰と一緒に暮

らしたいかにつ

いて

新たにチャレン

ジしてみたい

物事について

自身の財産の

処分方法につ

いて

趣味や仕事の

継続について
その他

特に希望はな

い

全体 40.5% 34.5% 25.2% 16.0% 23.1% 45.2% 0.6% 20.9%

性別 男性 40.9% 38.6% 22.7% 19.1% 23.3% 51.9% 0.4% 19.7%

性別 女性 40.1% 30.7% 27.5% 13.2% 23.0% 38.9% 0.8% 22.0%

年齢 40代 46.6% 30.0% 29.5% 12.0% 18.9% 40.3% 1.7% 22.2%

年齢 50代 46.8% 36.3% 29.0% 18.3% 22.1% 47.9% 0.0% 20.0%

年齢 60代 37.8% 33.1% 21.9% 16.5% 24.7% 47.6% 0.0% 22.4%

年齢 70歳以上 30.7% 39.0% 20.6% 17.1% 27.2% 44.7% 0.9% 18.9%
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Ｑ２.Ｑ１でお答えの希望について、誰かに伝えたり、相談したりしていますか？(複数回答)（n=770） 

 

・Ｑ１で何らかの希望を持っていると答えた方に、誰にその希望を伝えているか聞いたところ、「誰にも伝

えていない」と答えた人が最も多いという結果になりました。特に、40～50 代の世代では、約半数以上

が希望を誰にも伝えていないことがわかりました。 

・希望を伝えている相手として、最も多かったのは「自身の配偶者」でした。年代が上がるにつれて、配偶

者に希望を伝えている人の割合が高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自身の配

偶者
自身の親 自身の子

自身の兄

弟

その他親

戚

友人・知

人

主治医な

ど医療関

係者

ケアマネ

ジャーなど

介護・福

祉関係者

成年後見

人や弁護

士などの

代理人

その他
誰にも伝

えていない

全体 39.5% 3.2% 21.9% 5.1% 1.8% 12.2% 1.0% 1.0% 0.4% 0.8% 41.3%

性別 男性 47.5% 2.9% 17.9% 4.0% 2.1% 10.6% 1.6% 0.5% 0.5% 0.3% 42.2%

性別 女性 31.7% 3.6% 25.8% 6.1% 1.5% 13.8% 0.5% 1.5% 0.3% 1.3% 40.4%

年齢 40代 24.6% 7.5% 12.3% 7.5% 2.2% 14.0% 2.2% 2.2% 1.1% 1.1% 55.6%

年齢 50代 32.3% 4.4% 17.4% 3.1% 2.7% 9.2% 0.5% 0.6% 0.6% 1.6% 50.8%

年齢 60代 48.0% 0.5% 27.6% 3.9% 1.0% 10.9% 1.6% 0.5% 0.0% 0.0% 36.2%

年齢 70歳以上 53.0% 0.5% 30.3% 5.9% 1.6% 15.1% 0.0% 1.1% 0.0% 0.5% 22.2%
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Ｑ３.Ｑ２でお答えの希望は、どのようにして伝えていますか？(複数回答)（n=452） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｑ２で希望を誰かに伝えている、と答えた方に、その希望をどのようにして伝えているかを聞いたとこ

ろ、圧倒的に「口頭で伝えている」人が多く、書面での意思表示はほとんど行われていないということが

分かりました。 

 

 

 

 

  

口頭で伝えている 書面で伝えている その他

全体 97.6% 5.8% 1.3%

性別 男性 97.7% 5.9% 0.9%

性別 女性 97.4% 5.6% 1.7%

年齢 40代 96.9% 10.9% 0.0%

年齢 50代 97.8% 4.1% 1.2%

年齢 60代 97.7% 3.1% 1.6%

年齢 70歳以上 97.9% 6.2% 2.1%
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Ｑ４．あなたは、ご自身の死が近づき、人生の最終段階を迎えた時の過ごし方等について、どのような希望

をお持ちですか？(複数回答)（n=973） 

 

 

・次にご自身の死が近づき、人生の最終段階を迎えた時の希望について聞いたところ、約 4割の人が「現時

点で、明確な希望があるわけではない」と回答しています。 

・一方、何らかの希望を持っている人については、「受けたい／受けたくない医療について」の希望を持っ

ている人が最も多く、全体では 34.6％、70歳以上の方では 40％以上に達することが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

受けた

い／受

けたくな

い医療

について

葬儀や

お墓につ

いて

死を迎

える場

所につい

て

自身の

財産の

処分方

法につい

て

受けた

い／受

けたくな

い介護

について

意思決

定ができ

なくなっ

た場合

に、代わ

りに意

思決定

をしてほ

しい人に

ついて

自身の

死期が

近いこと

を伝えて

ほしい人

について

最期を

看取っ

てほしい

人につい

て

自身の

死後に

その事

実を伝

えてほし

い人につ

いて

最後に

会いた

い人につ

いて

その他

現時点

で、明

確な希

望がある

わけでは

ない

全体 34.6% 32.0% 25.2% 22.4% 19.6% 19.3% 10.3% 10.1% 9.4% 9.2% 0.5% 39.4%

性別 男性 28.2% 28.2% 23.7% 23.9% 17.4% 18.6% 8.9% 10.0% 9.1% 10.4% 0.2% 47.2%

性別 女性 40.7% 35.5% 26.5% 21.0% 21.8% 20.0% 11.6% 10.2% 9.6% 8.2% 0.8% 31.9%

年齢 40代 30.0% 27.0% 30.0% 20.3% 21.7% 17.2% 10.3% 11.7% 10.0% 13.8% 1.3% 37.2%

年齢 50代 34.1% 35.0% 23.4% 27.3% 17.3% 22.4% 8.2% 9.5% 9.3% 12.4% 0.0% 37.7%

年齢 60代 33.4% 32.8% 21.6% 21.0% 18.9% 17.8% 9.3% 8.1% 7.4% 6.2% 0.0% 43.0%

年齢 70歳以上 41.7% 32.9% 26.8% 21.1% 21.1% 20.2% 13.6% 11.0% 11.0% 4.8% 0.9% 39.0%
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【回答結果の比較】Ｑ９．両親に対して聞いておきたいこと上位 5項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本問で上位に上がった項目と、Ｑ９「両親が持っている老後や人生の最終段階を迎えた時の過

ごし方などの希望について、知っておきたいと思うこと」で上位に上がった項目を比較してみ

ました。 

・自分自身が持っている希望と、両親が持つ希望で知っておきたいと思うことの上位には、若干

順位に違いはありますが、同じ項目が並びました。両親と向き合うなかで直面したことが自身

の希望に反映されているのかもしれません。また、自身に関する希望と同じことを、両親に対

しても実現してあげたいという気持ちも伺えます。 

 

受けたい

／受けたく

ない医療

について

葬儀やお

墓について

受けたい

／受けたく

ない介護

について

親が所有

する財産

の処分方

法について

死を迎え

る場所に

ついて

両親に聞いておきたいこと 29.6% 28.6% 19.4% 18.6% 16.1%
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Ｑ５.ご自身の死が近づき、人生の最終段階を迎えた時の過ごし方等について、その希望を誰かに伝えてい

ますか？(複数回答)（n=590） 

 

・人生の最終段階を迎えた時の過ごし方等について、その希望を誰に伝えているかを聞いたところ、「自身

の配偶者」または「自身の子」に伝えていると回答した人が多い一方、全体では 50％近くの人が「誰に

も伝えていない」と回答しました。ただし、この傾向は年代が上がるにつれて減少し、70 歳以上の方の

割合は、40 代の約半分となっています。やはり、年を重ねていくにつれて、自分の希望を周囲の人に伝

えておきたいと考えるようになるのでしょう。 

・女性が、男性に比べて「自身の配偶者」より「自身の子」に伝えている割合が高いのは、女性の方が、平

均寿命が長いことが影響しているかもしれません。 

自身の配

偶者
自身の子

友人・知

人

自身の兄

弟
自身の親

その他親

戚

主治医な

ど医療関

係者

ケアマネ

ジャーなど

介護・福

祉関係者

成年後見

人や弁護

士などの代

理人

その他
誰にも伝え

ていない

全体 36.3% 28.8% 5.6% 5.4% 3.7% 1.7% 1.4% 0.3% 0.3% 0.8% 44.1%

性別 男性 45.4% 22.9% 6.0% 4.0% 4.8% 2.4% 2.4% 0.4% 0.8% 0.0% 45.4%

性別 女性 29.6% 33.1% 5.3% 6.5% 2.9% 1.2% 0.6% 0.3% 0.0% 1.5% 43.1%

年齢 40代 23.8% 15.9% 8.7% 6.7% 9.3% 2.7% 2.7% 0.7% 1.4% 0.7% 56.9%

年齢 50代 29.2% 24.5% 3.9% 5.8% 4.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 54.5%

年齢 60代 48.0% 34.5% 2.7% 4.8% 0.0% 2.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 35.8%

年齢 70歳以上 45.3% 41.7% 7.2% 4.3% 0.7% 0.7% 2.2% 0.7% 0.0% 1.4% 27.3%
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Ｑ６．ご自身が人生の最終段階を迎えた時の希望は、どのように伝えていますか？(複数回答)（n=330） 

 

・Ｑ３と同様に、年代に関わらず、多くの人が口頭で希望を伝えていると回答しました。 

・注目したい点は、50 代～60代と比較して、40 代の人の方が何らかの記録を残している人が多くいるとこ

ろです。“人生会議”や“エンディングノート”という言葉、行動が、50 歳代未満の若い世代から浸透

してきているのかもしれません。 

・70 歳以上になると、何らかの記録を残している人が多く、エンディングノートなど専用のノートを使用

している人が多いことがわかりました。 

 

口頭で伝えている
メモや手紙などの

書面で伝えている

エンディングノート

（終活ノート）な

ど、自身の希望を

書き留める専用の

ノートを使用してい

る

遺言書など、公的

な文書を残してい

る

その他

全体 88.8% 14.8% 11.2% 4.5% 2.1%

性別 男性 92.6% 16.9% 11.8% 8.1% 0.0%

性別 女性 86.1% 13.4% 10.8% 2.1% 3.6%

年齢 40代 84.8% 24.7% 15.3% 11.0% 0.0%

年齢 50代 92.8% 8.7% 5.7% 0.0% 4.4%

年齢 60代 90.5% 14.8% 7.4% 6.3% 2.2%

年齢 70歳以上 87.1% 12.9% 15.8% 2.0% 2.0%
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Ｑ７．なぜ、ご自身の人生における最終段階の希望を誰かに伝えようと思ったのですか？(複数回答)（n=330） 

 

・約半数の人が「こどもなど、身近な人に負担を掛けたくない」という気持ちを持っており、年代があがる

につれ増えていくことがわかります。 

・また、16.4％の方が、「親や祖父母から、伝えてもらえばよかった」という経験があることがわかりまし

た。 

・「友人・知人の経験や勧めから」「こどもなど、身近な人に伝えてほしいと言われたから」「ニュースや

新聞、テレビ番組を見て」という回答を選択したのは、40 代が最も多いという結果でした。前問同様、

若い世代に“人生会議”の必要性や、言葉に触れる機会が増えていることが伺えます。 

 

こどもなど、

身近な人に

負担を掛け

たくないから

自身の年齢

や健康状態

に不安を感

じたから

なんとなく

親や祖父母

から、伝えて

もらえばよ

かったと思う

から

ニュースや新

聞、テレビ番

組などを見て

友人・知人

の経験や勧

めから

親や祖父母

から、伝えて

もらってよかっ

たと思うから

こどもなど、

身近な人に

伝えておいて

ほしいと言わ

れたから

その他

全体 48.5% 26.1% 18.5% 16.4% 15.5% 13.6% 11.5% 4.8% 2.7%

性別 男性 55.9% 29.4% 11.8% 16.9% 15.4% 18.4% 17.6% 4.4% 1.5%

性別 女性 43.3% 23.7% 23.2% 16.0% 15.5% 10.3% 7.2% 5.2% 3.6%

年齢 40代 34.2% 21.6% 23.2% 21.5% 26.3% 25.9% 18.7% 11.0% 1.5%

年齢 50代 46.4% 27.5% 23.4% 17.4% 15.9% 11.6% 18.8% 0.0% 1.5%

年齢 60代 50.5% 18.9% 14.8% 17.9% 12.7% 9.5% 11.6% 3.2% 4.3%

年齢 70歳以上 57.4% 34.7% 15.8% 10.9% 10.9% 10.9% 2.0% 5.9% 3.0%
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Ｑ８．人生の最終段階を迎えた時の過ごし方等の希望を、誰にも伝えていない方は、その理由をお聞かせく

ださい。(複数回答)（n=260） 

 

・60代～70 歳以上になると、「特に伝えなくても、自身の考えは家族（身近な人）に伝わっていると思う

から」「そうなった時には、家族など身近な人に判断をゆだねたいから」という回答割合が増える傾向が

あります。また、「考えがまとまっていないから」という回答も、比較的多く見受けられます。 

・「年齢的に、まだ早いと思うから」という回答は、年代があがるにつれ減っていきますが、70 歳以上の

方でも 4 人に 1 人以上はそのように考えているということが分かります。本来、年齢に関係なく誰にも

“もしもの時”が来る可能性がありますが、普段はあまり意識されていないということが伺えます。 

 

年齢的

に、まだ

早いと思

うから

考えがま

とまってい

ないから

話すきっ

かけがな

いから

現在、

自身の

健康状

態に問

題がな

く、伝え

る必要は

ないと思

うから

伝える相

手がいな

いから

家族など

身近な

人を、不

安にさせ

たり負担

をかけた

りしたくな

いから

話すのを

ためらう

話題だか

ら

そうなった

時には、

家族など

身近な

人に判

断をゆだ

ねたいか

ら

人生の

最終段

階につい

て考える

のは不

安だから

特に伝え

なくても、

自身の

考えは家

族（身

近な

人）に

伝わって

いると思

うから

その他

全体 40.4% 33.8% 23.8% 19.2% 14.6% 11.5% 9.2% 8.8% 7.3% 5.0% 1.9%

性別 男性 47.8% 32.7% 20.4% 21.2% 14.2% 11.5% 6.2% 8.0% 8.8% 5.3% 0.9%

性別 女性 34.7% 34.7% 26.5% 17.7% 15.0% 11.6% 11.6% 9.5% 6.1% 4.8% 2.7%

年齢 40代 52.9% 25.1% 24.6% 16.2% 12.8% 8.1% 9.7% 2.4% 10.3% 3.6% 1.1%

年齢 50代 38.7% 38.4% 29.3% 12.9% 19.8% 10.8% 8.6% 7.3% 5.1% 1.1% 0.0%

年齢 60代 32.5% 39.5% 17.2% 15.8% 16.5% 9.8% 9.2% 13.0% 7.2% 7.2% 3.6%

年齢 70歳以上 26.3% 36.8% 21.1% 44.7% 5.3% 23.7% 10.5% 21.1% 5.3% 13.2% 5.3%

40.4%

33.8%
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14.6%
11.5%
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Ｑ９．両親が持っている老後や人生の最終段階を迎えた時の過ごし方などの希望について、知っておきたい

と思うこと、また、実際に聞いているのはどのような事項ですか？ (複数回答)（n=973）  

 

・親が持っている希望について、聞いておきたいと思う事項と、実際に聞いている事項に違いがあるのかを

調査しました。 

・この結果からは、聞いておきたいことと実際に聞いていることには乖離があり、聞きたいけれど聞けてい

ない実態があることが伺えます。 

・葬儀やお墓のこと、受けたい／受けたくない医療や介護のこと、看取りのことなど、死や悲しみを連想さ

せるような内容は、なかなか話すきっかけがないのかもしれません。 

 

 

 

 

 

葬儀

やお

墓につ

いて

暮らし

たい

場所

につい

て

受け

たい

／受

けたく

ない

医療

につい

て

死を

迎える

場所

につい

て

親が

所有

する

財産

の処

分方

法につ

いて

行って

みたい

場所

につい

て

誰と

一緒

に暮ら

したい

かにつ

いて

受け

たい

／受

けたく

ない

介護

につい

て

最期

を看

取って

ほしい

人につ

いて

趣味

や仕

事の

継続

につい

て

最後

に会

いたい

人につ

いて

意思

決定

ができ

なく

なった

場合

に、代

わりに

意思

決定

をして

ほしい

人につ

いて

死後

にその

事実

を伝え

てほし

い人

につい

て

死期

が近

いこと

を伝え

てほし

い人

につい

て

新たに

チャレ

ンジし

てみた

い物

事につ

いて

その他
特に

ない

実際に聞いていること 20.5%15.3%14.5% 9.6% 9.4% 7.3% 7.3% 6.5% 4.9% 4.0% 4.0% 3.8% 3.8% 3.3% 3.0% 2.5% 53.9%

聞いておきたいこと 28.6%14.5%29.6%16.1%18.6%13.3%10.1%19.4% 8.4% 5.0% 10.0%10.2% 9.5% 9.5% 3.1% 1.4% 34.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%



Ｑ１０．前問で、両親から希望を聞いている場合、その内容について何度か繰り返し話をしていますか？

（n=449） 

 

・両親の持つ希望にについて、一度きりではなく繰り返し話をしている人の割合は全体で 53.0％という結

果でした。 

・老後や人生の最終段階を迎えた時の過ごし方などの希望は、環境の変化や病気をすること等によって、変

化していく場合があります。繰り返し話をしている割合が半数を超えているのは、実際に希望する内容が

変わっているということかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい いいえ

全体 53.0% 47.0%

性別 男性 53.6% 46.4%

性別 女性 52.4% 47.6%

年齢 40代 58.0% 42.0%

年齢 50代 57.9% 42.1%

年齢 60代 50.4% 49.6%

年齢 70歳以上 44.1% 55.9%
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Ｑ１１．両親から「特に希望は聞いていない」を選んだ方は、その理由をお聞かせください。(複数回答)

（n=524） 

  

・全ての年代で、「話すきっかけがないから」と答えた人が最も多いという結果でしたが、年代があがるに

つれ、そう答える人の割合は減っていきます。 

・一方、「話さなくても、なんとなく希望はわかっているから」という回答は、年齢を重ねるにつれ数が増

える傾向でした。 

 

Ｑ１２.「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング） -人生会議- 」を知っていましたか？（n=973）  

 

・「言葉を聞いたことはあるが、内容はよくわからない」「聞いたことがない」を合わせると、84％の人が『Ａ

ＣＰ -人生会議-』を知らないと回答。まだまだ、この取組みの認知度が低いことがわかりました。 

話すきっかけがな

いから

話すのをためらう

話題だから

話さなくても、な

んとなく希望はわ

かっているから

希望を聞くのは、

自分でない他の

親族の役割だと

思っているから

判断は自分に任

されていると思っ

ているから

現在、親の健康

状態に問題がな

いから

その他

全体 45.6% 18.9% 13.9% 11.1% 9.4% 8.4% 12.0%

性別 男性 50.0% 19.4% 12.3% 9.1% 12.3% 6.3% 9.1%

性別 女性 41.5% 18.4% 15.4% 12.9% 6.6% 10.3% 14.7%

年齢 40代 62.6% 22.2% 8.3% 10.3% 6.3% 15.1% 2.5%

年齢 50代 44.3% 27.6% 12.4% 9.5% 7.9% 10.4% 8.7%

年齢 60代 40.8% 12.3% 15.0% 8.9% 11.6% 7.6% 17.0%

年齢 70歳以上 35.6% 15.6% 20.0% 15.6% 11.1% 1.5% 18.5%

45.6%

18.9%
13.9% 11.1% 9.4% 8.4%

12.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

よく知っている 

ある程度知っている 

言葉をきいたことは 

あるが、内容はよく 

わからない 

聞いたことがない 



Ｑ１３．どのようなきっかけがあれば、多くの人が人生会議についてもっと話しやすくなると思いますか？

(複数回答)（n=973） 

 

・「本人から話を切り出すのが良い」という回答に続いて、2 番目に多かったのは、「エンディングノート

（終活ノート）など、自身の希望を書き留める専用のノートがもっと身近になると良い」という回答です。

専用のノートがもっと身近になれば、本人からも、より一層話を切り出しやすくなると考えられます。 

 

【ＳＯＭＰＯケアにおける人生会議の取組み】 

当社では、人生会議に取り組むきっかけとなるツールとして、オリジナルのエンディングノート『夢

結いのーと』と啓発冊子『人生会議なるほどブック』を制作しました。 

まずは、当社のご利用者さま・ご家族さまにご使用いただき、多くの方にとって人生会議をより身近

な取組みにしていきたいと考えています。 
※詳しくは、2月 25日のニュースリリース「～人生会議で、“これから”をより豊かに～ オリジナルエンディングノー

ト「夢結いのーと」と啓発冊子を制作」（https://www.sompocare.com/attachment/topic/1130/news_0225_1.pdf）をご

参照ください。 
 

以上 

本人から話

を切り出す

のが良い

エンディング

ノート（終

活ノート）

など、自身

の希望を書

き留める専

用のノートが

もっと身近に

なると良い

医療機関や

介護関係

者から、話

を切り出して

くれると良い

メディアや自

治体など

が、もっと必

要性を啓発

してくれると

良い

家族から話

を切り出す

のが良い

その他 わからない

特にACPの

必要性を感

じない

全体 30.7% 24.3% 19.2% 19.2% 12.2% 0.4% 15.3% 20.2%

性別 男性 30.5% 22.9% 18.4% 18.2% 14.8% 0.4% 14.4% 23.1%

性別 女性 30.9% 25.5% 20.0% 20.2% 9.8% 0.4% 16.2% 17.6%

年齢 40代 28.9% 27.4% 23.0% 22.7% 18.1% 0.5% 12.2% 19.5%

年齢 50代 35.1% 22.7% 23.9% 18.4% 11.0% 0.0% 17.1% 18.2%

年齢 60代 29.6% 22.7% 15.0% 16.1% 8.5% 0.8% 18.1% 20.9%

年齢 70歳以上 29.4% 24.6% 14.9% 20.2% 11.4% 0.4% 13.6% 22.8%
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